
土を作るということ
有機物を土に与える
その有機物をエサとして微生物が増殖・分解
微生物の分泌物が作物の生長に作用します。

土よみがえる
さとうきび搾りかす「マルチバガス」

窒素 リン酸 カリ 鉄 カルシウム
マグネシ
ウム

ホウ素 マンガン PH値 C/N比 EC値

0.22 0.07 0.13 0.22 0.55 0.08 0.01 0.05 6.0 91 0.302

分析例

お問い合わせ・ご注文は電話・FAX・メールにてお受けいたします。
（株）丸総通商 茨城県鉾田市烟田2115-1 TEL・FAX 0291-33-6512

NET 70L（充填時容量）

｢施用量及び方法｣
表層マルチとして使用の場合・・・表層に3cm程度の厚さで敷きつめる。
改良材として使用の場合・・・・・30袋/反当りを目安に土にすき込む。
土中マルチとして使用の場合・・・作物の根の下回り30cm程度 厚さ5cm程度施用する。

マルチとしてのバガス（特徴・効果）
「表層マルチ」としての効果
有機質のマルチ資材（バガスマルチ）を使用する事により、地温の調整や水分保持・ハウス内の
湿度調整などの効果が期待出来ます。
土との接地面にできるカビ（細菌）が増えることにより、土の団粒化が進み作物の養分吸収率が
UPします。
土の団粒化が進む事により、土がフカフカになりミミズなどの小動物や土着天敵の住みやすい環
境が出来、病害虫が増えにくい環境を整えます。
収穫後、そのまま土にすき込む事が出来るため、次作の土作り作業の省力化も可能です。

「土中マルチ」「土壌改良資材」としての効果
土中マルチとして根の回りにバガスマルチを施用し栽培する事で、根の下に適度な空気層が確保
され作物の毛細根の発育が促されます。
土壌改良資材としてバガスマルチを使用する事により、さとうきびを搾った後の残留糖分が、土
着菌の養分となり、繁殖する事で土中で菌糸が伸び保水性・排水性の改善をすると共に、地温の
上昇を抑える効果を発揮します。

バガスマルチの土壌での効果的な分解方法として、こうじ菌や納豆菌などの好気性菌と、乳酸菌
や酵母菌などの嫌気性菌をバランス良く与えることにより、大気中酸素やバガスマルチの糖分を
エサに菌の働きが活発になり分解が進みます。


